
文の第一著者で、ポワティエ大学（フラ
ンス）の Abderrazak El Albani は、大
きさや複雑さも考慮すると、ステロール
化合物の痕跡は真核生物との類似性を裏
付けているという。

しかし、ステロールなどの水溶性有機
分子は、新しい時代に埋没した生物から
古い堆積物に浸み込んでいくことも考え
られる。Donoghue は「ステロールが
真核生物の指標になるなんて危うい主張
です。楽観視は禁物です」という。

一方、エール大学（米国コネチカット
州ニューヘイヴン）の古生物学者 Adolf 
Seilacher は、今回の化石を「偽化石」
とよぶ。これは、堆積物の状態の変化に
応じてさまざまな形状になった黄鉄鉱が
凝集したものだというのだ。Seilacher
自身、1998 年に 11 億年前の真核生物
の化石を発表した 3 が、現在では、それ
は偽化石だったと確信していると話す。

El Albani は、近々現地に戻り、こう
した極めてよく保存された化石をさらに
掘り出したい、と語っている。 ■
� （翻訳：小林盛方）
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アフリカ西部のガボンで発見された親指
大の化石は、21 億年前のまさに「巨大
生物」だ。発見した研究チームによれば、
これは太古の多細胞生物を示していると
いう 1。これは、インドで発見された最
古の多細胞生物と思われる化石より 2、
5 億年近くさかのぼる。

研究チームの一員でスウェーデン自
然史博物館（ストックホルム）の古動物
学者 Stefan Bengtson は、「微生物しか
いなかった世界にこんな大型化石が現
れたのですから、一大事です。大型生物
は仲間どうしやほかの微生物と相互作
用するので、生物圏の営みが一変するの
です」と話す。生物が周辺環境の生物学
的・化学的な構成を変えるように、環境
の化学的背景も生物に影響する。古生物
学では、約 7 億 5000 万年前の大気中酸
素濃度の上昇により、多細胞生物が急拡
大したとされる（「カンブリア大爆発」）。
同様に、24 億年前の「大酸化イベント」
により、今回の古生物が現れたのかもし
れない、と Bengtson はいう。ブリスト
ル大学（英国）の Philip Donoghue は、

「発見された化石は、まさに驚異的な大
きさです。通常、この時代の化石を見つ
けるには、岩石を溶解して顕微鏡で調べ
なければなりません」と語る。

研究チームは、マイクロ CT と質量分
析法で構造と化学組成を調べ、これが岩
石性のものではなく生物の痕跡だとい
う結論に至った。この古生物は、体長 7
～ 120 ミリメートルで、柔軟で縁のあ
るひだが体を取り巻いており、多くの細
胞でできていると推測した。

複雑でコミュニケーションを行う
研究チームによれば、この生物はシグナ
ルを交換し合うコロニー形成性の細菌
だった可能性があり、それゆえに複雑な
構造を作ることができたのだという。堆
積物には、これより数百万年前から存在
していた細菌群がマットのように張り付
いていたが、これとこの化石は違って見
える。Donoghue は、「今回の標本はこ
うした細菌の凝集物ではありません。三
次元的であることから、大酸化イベント
の直後に出現した協調的な多細胞生物と
考えられるのです」と語る。

バルセロナ大学（スペイン）の進化遺
伝学者 Iñaki Ruiz-Trillo は、細胞の接
着やコミュニケーションに重要な遺伝子
は、多細胞生物の出現前から存在してい
たと話す。Bengtson は、この古生物は、
初期の「実験的な」多細胞生物だったの
かもしれない、という。

真核生物との共通点
今回の化石は、類似した化石生物や現生
生物が存在せず、分類が難しい。「現生
生物で唯一類似しているのは微生物のコ
ロニーですが、その多くは小規模で薄っ
ぺらなのに対し、これは大きくて厚みと
弾力性があります」と Bengtson は話す。

「これが真核生物であることも十分考え
られます。真核生物は弾力性がある大き
な構造を作りやすいのです」。しかしこの
標本には、真核生物の特徴である、膜で
仕切られた核をもつ細胞はみられない。
ただし、真核生物の細胞壁によくあるス
テロール化合物の痕跡が認められる。論

21億年前の大型化石は多細胞生物への進化過程を示しているのか。
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Ancient macrofossils unearthed in West Africa

アフリカ西部で最古の多細胞生物発見

マイクロ CT で映し出された大型化石の外側
（上）と内側（下）の形態の一例。
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